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各
課
の
職
員
ら
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
運
用
や
当
面
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

し
た
。
今
後
も
会
合
の
場
を
持

ち
、
問
題
点
の
洗
い
出
し
や
改

善
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。 

 ＯＪＴ支援プロジェクトメンバーの初会合 

 エコ電力研究センター開設 

次世代型電力供給システムの開発を 

進
事
業
と
し
て
産
学
一
体
で
進

め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
導
入
に
よ
る
次
世

代
型
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
開

発
」
を
目
的
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
研
究
支
援
本
部
の
四
番
目

の
研
究
施
設
に
な
り
ま
す
。 

 

同
シ
ス
テ
ム
開
発
は
、
世
界

的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
の
ク
リ
ー

ン
な
電
気
を
供
給
す
る
目
的

で
、
工
学
部
の
一
柳
勝
宏
教
授

と
雪
田
和
人
准
教
授
ら
を
中
心

に
組
織
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

が
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
計
画
に

よ
り
ま
す
と
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
五
カ
年
計
画
で
、
自
治
体

や
企
業
と
も
連
携
し
太
陽
光
発

電
、
風
力
発
電
な
ど
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
自
給
自
足
を
目
指
し
ま

す
。
中
で
も
問
題
と
な
る
安
定

供
給
の
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
複

数
の
発
電
設
備
と
複
数
の
需
要

設
備
を
ま
と
め
て
コ
ン
ト
ロ
ー

 

エ
コ
電
力
研
究

セ

ン

タ

ー

が

四

月
、
愛
工
大
の
八

草
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
文
部
科
学
省
の

社
会
連
携
研
究
推 

上
の
写
真
は
、
「
エ
コ
電
力
研

究
セ
ン
タ
ー
」 

ル
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
Ａ

Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
の
北
側
に

あ
り
、
入
り
口
に
置
か

れ
た
大
き
な
木
製
の
水

車
が
目
印
で
す
。 

 

組
織
も
人
も
新
た
に
、
平
成
十
九
年
度
始
ま
る 

『
建
学
の
精
神
』 

忘
れ
ず
に
、
教
職
員
一
体
と 

 

な
っ
て
、
少
子
化
問
題
な
ど
に
立
ち
向
か
お
う 

 

愛
知
工
業
大
学
な
ど
各
設
置
校
に
新
た
な
生
徒
、
学
生
ら
を
迎
え
入
れ
、
名
古
屋
電
気
学
園
の
平
成
十

九
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
各
設
置
校
の
新
入
生
は
大
学
・
大
学
院
、
専
門
学
校
、
高
校
、
中
学
の

計
二
千
三
百
人
。
学
園
の
新
規
採
用
教
職
員
は
、
十
五
人
で
し
た
。 

  式辞を述べる後藤泰之学長 

 

各
設
置
校
の
入
学
式
は
、
四

月
二
日
か
ら
九
日
に
か
け
、
愛

工
大
を
皮
切
り
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
学
入
学
式
の
式
辞
で
後

藤
泰
之
学
長
は
新
入
生
を
前
に

「
今
日
の
社
会
が
求
め
て
い
る

の
は
、
豊
か
な
学
識
と
豊
か
な 

人
間
性
を
合
わ
せ
持
っ
た
人
間

で
す
。
皆
さ
ん
も
出
来
る
だ
け

早
く
、
興
味
を
持
っ
て
打
ち
込

め
る
こ
と
を
見
つ
け
出
し
、
確

か
な
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
、
呼
び
か
け
ま
し
た
（
写
真

㊤
。
式

辞

の

要

旨

は

⑧

面

に
）
。 

 

同
日
行
わ
れ
た
辞
令
交
付
式

に
は
後
藤
淳
理
事
長
と
後
藤
泰

之
学
長
が
出
席
。
後
藤
学
長
は

「
少
子
化
問
題
や
若
者
の
意
識

変
化
な
ど
、
本
学
を
取
り
巻
く

状
況
は
厳
し
い
。
建
学
の
精
神

を
見
つ
め
直
し
、
立
ち
向
か
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
教
職
員
一
丸

と
な
り
学
園
発
展
の
た
め
、
さ

ら
な
る
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｊ
Ｔ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
仮
称
）立
ち
上
げ 

 

な
お
、
各
設
置
校
の
入
学
式

の
様
子
は
⑧
面
に
掲
載
し
ま
し

た
。 

 

平
成
二
十
年
度
入
試
に
合
わ

せ
た
学
科
再
編
や
大
学
開
学
五

十
周
年
も
控
え
た
中
で
、
若
手

事
務
職
員
自
ら
が
問
題
意
識
を

持
ち
、
大
学
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
仮
称
）
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

五
月
中
旬
に
大
学
職
員
、
六

月
下
旬
に
学
園
職
員
が
初
会
合 

を
開
き
、
呼
び
か
け
に
応
じ
た 
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高大連携の絆強める

 大学全入時代を迎え、国公立、私立大学では高校との提携を深めようという「高大連携」の動

きが活発になっています。愛工大も平成十五年から、愛工大名電高校との間で高校生向けの「特

別講義」や「大学見学会」などの各種連携プログラムを進めてきましたが、さらなる連携強化を

図るため三月に「教育交流協定書」を名電高との間で結び、四月には学園の組織変更に合わせ、

「高大連携推進室」を新設しました。体制整備を受けて推進室や入試センターなど関係部署が一

体となった高大連携プログラムに取り組んでいます。 

聞

 

月
二
～
五
回
の
ペ
ー
ス
で
開

く
「
先
端
科
学
技
術
入
門
」
に

は
愛
工
大
の
教
員
だ
け
で
な

く
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て

い
る
の
が
特
色
。
四
月
二
十
五

日
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
も
挙

が
っ
て
い
る
愛
工
大
客
員
教
授

の
遠
藤
守
信･

信
州
大
学
工
学

部
教
授
が
全
一
年
生
を
前
に

｢

今
、
な
ぜ
技
術
者
を
目
指
す

の
か
」
と
題
し
講
演
。
自
身
の

開
発
し
た
極
細
の
筒
状
カ
ー
ボ

ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
を
例
に
、
技

術
革
新
が
日
本
経
済
の
発
展
を 

継
続
さ
せ
地
球
温
暖
化

な
ど
環
境
問
題
解
決
に 

つ
な
が
る
と
、
改
め
て
技
術
の

重
要
性
を
力
説
。
「
勉
強
と
努

力
は
人
を
裏
切
ら
な
い
。
ネ

バ
ー 

ギ
ブ 

ア
ッ
プ
」
の
呼

び
か
け
に
、
生
徒
ら
は
、
身
を

乗
り
出
し
話
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

見 
 

進
学
す
る
名
電
高
校
生
に
自

分
た
ち
の
目
で
耳
で
大
学
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
て
い

る
の
が
「
愛
工
大
見
学
会
」
。

本
年
度
も
五
月
十
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
理
工

コ
ー
ス
三
年
生
ら
六
十
四
人
が 

二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
電

気
工
学
専
攻
と
電
子
工
学
専
攻

の
見
学
会
に
参
加
。
穂
積
直
裕

工
学
部
教
授
か
ら
専
攻
の
講
義

内
容
の
説
明
を
受
け
た
後
、
研

究
室
で
大
学
院
生
ら
か
ら
実
際

に
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
実
験

の
話
を
聞
く
な
ど
し
ま
し
た
。

短
時
間
の
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
見 

選 

学
会
で
し
た
が
、
「
専

攻
選
び
に
役
立
ち
ま
し 

た
」
と
、
実
際
に
体
験
し
た

こ
と
で
進
路
先
の
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
生
徒
も
い
て
、

案
内
役
の
各
教
員
も
力
が

入
っ
て
ま
し
た
。 

 

受
験
を
控
え
た
高
校
三
年
生

を
対
象
に
特
別
講
義
の
ほ
か
に

行
っ
て
い
る
の
が
「
愛
工
大
専

攻
説
明
会
」
で
す
。
各
専
攻
の

特
徴
、
内
容
を
担
当
教
員
が
高

校
に
出
向
い
て
説
明
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
本
年
度
は
五
月
二

十
五
日
、
名
古
屋
市
千
種
区
の

名
電
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

説
明
会
で
は
、
教
員
ら
が
十

三
の
専
攻
ご
と
に
特
色
や
具
体

的
な
講
義
の
中
身
、
就
職
先
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
。
来

年
度
か
ら
新
た
に
開
設
予
定
の 

専
攻
や
コ
ー
ス
の
中
に
は
数
学

を
選
択
し
な
く
て
も
受
験
で
き

る
文
系
の
メ
デ
ィ
ア
情
報
専
攻

な
ど
が
あ
り
、
同
説
明
の
教
室

に
は
女
生
徒
も
数
多
く
見
ら

れ
、
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ

せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
希
望

す
る
二
年
生
に
も
開
放
さ
れ
て

お
り
、
三
年
生
に
交
じ
り
教
員

の
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

推

 

愛
工
大
は
三
月
十
三
日
に
愛

工
大
名
電
高
と
の
間
で
、
「
教

育
交
流
協
定
書
」
を
取
り
交
わ

し
ま
し
た
。
従
来
か
ら
進
め
て

き
た
普
通
科
三
年
生
の
理
工
ク

ラ
ス
及
び
中
高
一
貫
ク
ラ
ス
対

象
の
「
特
別
講
義
」
の
ほ
か

に
、
本
年
度
開
設
の
科
学
技
術

科
及
び
情
報
科
学
科
の
生
徒
ら

向
け
に
「
先
端
科
学
技
術
入

門
」
も
新
た
に
始
め
、
い
っ
そ

う
の
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
愛
工
大
専
攻
説
明

会
」
や
「
大

学

見

学

会
」
、

「
ま
る
ご
と
体
験
」
な
ど
の
連

携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
身
も
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

四
月
の
組
織
変
更
で
大
学
組

織
と
し
て
「
高
大
連
携
推
進

室
」
（
室
長
・
稲
垣
愼
二
副
学

長
）
を
新
設
し
、
高
大
連
携
事

業
の
推
進
役
を
務
め
て
い
き
ま

す
。 

 

「教育交流協定書」を披露する

後藤学長㊧と桜井名電高校長 
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試験区分  出 願 期 間  試 験 日 合格発表 

ＡＯ入試 経営情報科学部 別表をご参照ください   

 

 推 

 薦 

 入 

 試  

資  格   10月17日～10月22日   10月29日  11月 2日 

女子学生   10月26日～11月 2日         11月 9日  11月16日 

一  般   10月26日～11月 2日          11月11日  11月16日 

スポーツ   11月26日～11月28日         12月4 日  12月 7日 

 一 

 般 

 入 

 試  

前期日程Ａ

方式 

  1  月 8日～1  月21日   1  月28日～ 

  1  月30日 
 2  月 8日 

前期日程Ｍ

方式 

  1  月 8日～1  月21日         1  月31日  2  月 8日 

後期日程Ｍ

方式 

  2  月 8日～2  月20日         2  月27日  3  月 4日 

 一次Ｃ方式   1  月 8日～1  月18日  本校が独自

で課す試験は

ありません。 

 

 2  月 8日 

二次Ｃ方式  3  月19日   2  月29日～3  月 7日 

 手順 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４ ステップ５ ステップ６ ステップ７ 

 概要 エントリー受付 エントリー 

セミナー出席 

エントリー 

レポート作成 

審査結果発表

（書類審査）  
 願書受付 選抜入試 合格発表 

一次日程  

 

7 月 11 日 ～ 7 月 25 日    
7月28日（オープンキャン

パス会場で受付） 
 

        

  7月29日  
   

  7月29日 

 
  8月 3日 

 
9月10日～9月13
日必着 

 

  9月19日 

  

  9月28日 

二次日程   9月10日～9月13日    9月30日   9月30日    10月 4日 10月 9日～10月
15日必着 

  10月22日   10月26日 

注）①エントリーの際には学科・専攻を選択する必要はありません②セミナー受験後のエントリーレポート作成の段階で出願を

志望する専攻を記入していただきます③審査結果が合格であった方に選抜入試の志願票を送付します。 ＡＯ入試 

 
平
成
二
十
年
度
愛
知
工
業
大
学
入
試
の
制
度
・
日
程
決
ま
る 

一
般
入
試
前
期
は
記
述
と
マ
ー
ク
二
方
式 

経
営
情
報
科
学
部
で
は
Ａ
Ｏ
入
試
を
導
入 

 

愛
知
工
業
大
学
平
成
二
十
年

度
入
試
の
制
度
や
日
程
が
左
の

表
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た

が
、
学
科
再
編
や
推
薦
制
度
、

受
験
科
目
の
見
直
し
も
あ
っ
て

前
年
度
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
。 

 

入
試
制
度
で
は
一
般
入
試
の 

前
期
日
程
が
従
来
の
記
述
式

（
Ａ
方
式
）
と
マ
ー
ク
式
（
Ｍ

方
式
）
の
二
本
立
て
と
な
り
、

代
わ
り
に
中
期
日
程
Ｍ
方
式
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
経

営
情
報
科
学
部
で
は
エ
ン
ト

リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
専
攻
へ
の
理

解
を
深
め
興
味
を
持
っ
た
専
攻

を
出
願
先
と
す
る
ア
ド
ミ
ッ
シ 

ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
入
試
（
Ａ
Ｏ

入
試
）
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し

く
は
下
段
の
Ａ
Ｏ
入
試
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。
新
専
攻
や
コ
ー

ス
で
は
工
学
部
都
市
環
境
学
科

建
築
学
専
攻
に
数
学
を
選
択
し

な
く
て
も
受
験
で
き
る
文
系
色

の
「
住
居
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」

（
来
年
四
月
開
設
予
定
）
。
経

営
情
報
科
学
部
情
報
科
学
科
に

世
界
に
通
用
す
る
ク
リ
エ
ー

タ
ー
の
育
成
を
目
指
す
「
メ

デ
ィ
ア
情
報
専
攻
」
（
同
）
な

ど
設
け
ま
す
。
試
験
別
、
入
試

会
場
は
下
記
の
通
り
で
す
。 

 

利
用
入
試 

 

セ
ン
タ
ー 

 【ＡＯ入試】    ９月１９日  １０月２２日           愛工大 

 【資格推薦】   １０月２９日                  愛工大 

 【女子学生推薦】 １１月 ９日                  愛工大 

 【一般推薦】   １１月１１日                  愛工大 

 【スポーツ推薦】 １２月 ４日                  愛工大 

 【前期日程Ａ方式】１月２８、２９、３０日  愛工大、名古屋、岐阜、津、四 

          日市、浜松、静岡、金沢、富山、松本、岡山  

 【前期日程Ｍ方式】１月３１日 愛工大、名古屋、岐阜、津、四日市、浜松、静 

          岡、金沢、富山、松本、岡山  

 【後期日程Ｍ方式】２月２７日 愛工大、岐阜、津、四日市、浜松、富山 

 【センター入試一次・二次】本学が課す試験はありません   

入
試
説
明
会
開
催 

 

愛
工
大
を
高
校
の
進
路
指
導

担
当
者
や
進
学
塾
関
係
者
ら
に

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
愛
工
大

受
験
生
を
増
や
し
て
も
ら
お
う

と
の
目
的
で
、
六
月
五
日
の
岐 名古屋入試説明会＝名古屋ガーデンパレス 

阜
市
を
皮
切
り
に
開
催
。
六
日

の
名
古
屋
会
場
（
名
古
屋
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
）
に
は
百
九
校
か

ら
進
路
担
当
教
諭
が
出
席
。
後

藤
泰
之
学
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
渡
辺
修
入
試
セ
ン
タ
ー
長

ら
担
当
者
が
、
入
試
制
度
の
変

更
点
や
新
専
攻
の
特
徴
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
以

下
、
浜

松

市
、
津

市
、
岡

山

市
、
松
本
市
、
富
山
市
、
金
沢

市
、
四
日
市
市
の
順
に
開
催
。 



 

第130号 平成19年7月1日（4） 
 

愛
工
大
で
は
イ
ン
ド
の
の
Ｓ
Ｓ
Ｎ
大
学
と
新
た
に
学
術

交
流
提
携
を
結
ぶ
一
方
、
昨
年
十
二
月
に
提
携
を
結
ん
だ

米
国
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
教
員
と
学
生
が
約

三
週
間
滞
在
し
日
本
文
化
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
ま
し
た
。 

勉学の志サポート 

 

▽
大
矢
奨
学
金
△ 

今
年
四
月
、
愛
工
大
名

電
高
校
か
ら
愛
工
大
へ

進
学
し
た
佐
藤
紀
明
君

と
、
愛
工
大
附
属
中
学

校
か
ら
名
電
高
ヘ
進
ん

だ
渡
邊
貴
大
君
に
そ
れ

ぞ
れ
支
給
さ
れ
ま
し

た
。 

 

同
奨
学
金
は
、
名
古
屋
電
気

学
園
監
事
を
務
め
た
故
大
矢
覚

明
氏
の
遺
志
で
、
附
属
中
か
ら

名
電
高
、
名
電
高
か
ら
愛
工
大

へ
進
学
し
た
成
績
優
秀
者
に
贈

ら
れ
ま
す
。
各
入
学
式
当
日
、

後
藤
愛
工
大
学
長
か
ら
佐
藤
君

と
渡
邊
君
へ
励
ま
し
の
言
葉
と

と
も
に
、
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

後藤学長から新入生選抜奨学生採用

通知書を手渡される増田真一君 

八草キャンパス内の新本部棟㊨ 

 講師から書道を習うジョージタウン       

 カレッジの学生ら 

▽
新
入
生
選
抜
奨
学
生
△
愛
工

大
一
般
入
試
前
期
日
程
で
成
績

優
秀
な
学
生
を
奨
学
生
と
し
て

採
用
す
る
制
度
で
す
。
本
年
度

は
工
学
部
応
用
化
学
科
に
入
学

し
た
三
重
県
四
日
市
市
出
身
の

増
田
真
一
君
と
決
ま
り
、
大
学

入
学
式
の
四
月
二
日
に
後
藤
学

長
か
ら
採
用
通
知
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

 

▽
成
績
優
秀
奨
学
生
△
愛
工

大
の
各
専
攻
別
成
績
優
秀
者
に

支
給
さ
れ
る
奨
学
金
で
す
。
平

成
十
九
年
度
は
二
年
生
―
四
年

生
の
各
十
二
人
の
合
わ
せ
て
三

十
六
人
と
決
ま
り
、
支
給
さ
れ

ま
す
。 

 

▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
生
△
高
校

生
時
代
に
各
種
運
動
競
技
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
愛
工

大
経
営
情
報
科
学
部
の
新
入
生

と
在
学
生
合
わ
せ
て
四
十
二
人

に
支
給
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

学 園 だ よ り 
 

 

学
園
事
務
局
と
大
学
事
務
局
を
統
合 

 
 
 

平
成
十
九
年
度
組
織
変
更
で
学
園
組
織
見
直
し 

 

平
成
十
九
年
度
の
組
織
変
更

と
人
事
異
動
を
四
月
一
日
付
で

行
い
、
大
学
へ
の
本
部
移
転

（
今
年
二
月
）
を
機
に
学
園
本

部
と
大
学
に
分
か
れ
て
い
た
両

事
務
局
を
統
合
し
、
文
字
通
り

「
事
務
局
」
に
一
本
化
、
職
員

の
一
体
感
と
事
務
の
合
理
化
、

効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。 

 

組
織
的
に
は
旧
学
園
本
部
、

旧
大
学
の
事
務
部
門
を
整
理
統

合
し
、
現
状
に
即
し
た
法
人
、

財
務
、
管
理
、
学
務
部
門
の
各

部
課
な
ど
を
配
し
、
骨
太
の
事

務
局
に
ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
旧
体
制
意
識
が
払

し
ょ
く
さ
れ
、
職
員
の
意
識
改

革
や
事
務
改
善
へ
の
道
筋
が
で

き
た
と
い
え
ま
す
。
大
学
も
、

大
学
全
入
時
代
な
ど
踏
ま
え
従

来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
高

大
連
携
」
強
化
の
た
め
、
高
大

連
携
推
進
室
を
新
設
し
、
学
園 

設
置
校
の
愛
工
大
名
電
高
校
を

対
象
に
し
た
各
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
推
進
、
拡
充
を
図
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
四
月
の

新
学
期
か
ら
従
来
の
特
別
講
義

な
ど
に
加
え
、
科
学
技
術
科
及

び
情
報
科
学
科
生
徒
向
け
の

「
先
端
科
学
技
術
入
門
」
を
開

講
す
る
な
ど
滑
り
出
し
は
上
々

で
す
。
（
組
織
変
更
と
人
事
異

動
詳
細
は
⑤
～
⑦
、
高
大
連
携

各
事
業
は
②
面
に
掲
載
）
。 

国際 

  交流 

 

○
…
ス
リ
シ
バ
ス
ブ
ラ
マ

ニ
ー
ヤ
ナ
ダ
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
）

大
学
と
は
▽
教
員
・
研
究
者
、

学
生
の
交
流
▽
共
同
研
究
▽
学

術
資
料
や
刊
行
物
の
交
換
を
行

う
、
と
の
学
術
交
流
協
定
を
結

び
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｎ
大
は
、
イ

ン
ド
南
部
の
タ
ミ
ー
ル
ナ
ド
ゥ

州
チ
ェ
ン
ナ
イ
市
に
あ
り
、
電

気
工
学
な
ど
十
学
部
か
ら
な
る

工
業
大
学
で
、
教
員
数
二
百
二

十
人
、
学
生
数
三
千
四
百
四
十

八
人
。 

 

共
同
研
究
の
た
め
愛
工
大
に

滞
在
中
の
Ｓ
Ｓ
Ｎ
大
の
ラ
ジ
ェ

シ
ュ
・
ナ
ラ
ヤ
ラ
・
ペ
ル
マ
ー

ル
教
授
が
四
月
十
七
日
、
後
藤

泰
之
学
長
に
会
い
、
カ
ラ
・
ビ

ジ
ャ
ー
・
ク
マ
ー
ル
学
長
か
ら

託
さ
れ
た
協
定
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。 

協定書を手にした後藤学長、ラ

ジェシュ教授ら（左から） 

 

○
…
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
・
カ

レ
ッ
ジ
（
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
）

の
メ
ン
バ
ー
は
、
引
率
者
の

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
リ
ッ
チ
助
教
授

（
日
本
文
学
専
攻
）
と
、
ジ
ェ

レ
ミ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
君
ら

一
、
二
年
生
の
男
女
学
生
五

人
。
愛
工
大
の
学
生
寮
な
ど
に

宿
泊
し
五
月
十
四
日
か
ら
六
月

二
日
ま
で
、
本
学
で
「
日
本
文

化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
受
講
し
ま
し

た
。
同
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
学
生
ら

が
来
た
の
は
初
め
て
。 

 

受
け
入
れ
側
の
国
際
交
流
委

員
会
委
員
長
の
森
豪
基
礎
教
育

セ
ン
タ
ー
教
授
が
「
日
本
文
化

セ
ミ
ナ
ー
」
を
用
意
し
、
日
本

の
自
然
、
言
語
、
文
化
の
講
義

の
ほ
か
、
書
道
や
日
本
に
伝
わ

る
「
竹
と
ん
ぼ
」
な
ど
、
遊
び
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           平成19年４月１日の組織変更と人事異動  

  《組織変更内容》 

  ▽学園本部事務局と大学事務局を統合し、『事務局』とする。『事務局』は、法人部､財務部、管理部、   

    システム管理部、学務部で構成する。 

  ▽法人部に新たに法人課を設ける。   

  ▽学園・財務部の会計課、経理課、予算課と大学・会計課を統合、改編し､財務部に財務課と会計課を置    

   く。                                            

  ▽学園・管理部の用度課、管財課と大学の営繕課、警備課を統合、改編し、管理部に調達課、管財課､警   

   備課を置く。 

  ▽総合企画本部の企画課、広報課、ホームページ室を統合し、企画広報課とする。 

  ▽総合企画本部のシステム管理室を『事務局』に置き､システム管理部と改称し、システム管理部にシス   

   テム管理課を設ける。 

  ▽『事務局』に学務部を置き、学務課と助成課を設ける。 

  ▽大学に高大連携推進室を設ける。 

  ▽大学学生支援本部の就職支援センターをキャリアセンターとし、就職課は廃止する。 

  ▽大学入試本部入試センターの入試広報課を入試課と改称する。 

  ▽大学研究支援本部にエコ電力研究センターを設ける。 

  ▽大学研究支援本部の総合技術研究所及び各センターの事務室は廃止し､事務業務は研究支援本部で行う    

  ▽若水地区に若水事務本部を設け、その下に高校事務部と中学校事務部を置く。 

  《人事異動》（課長補佐級以上。「○」は再任、「・」は兼務、カッコ内は前職を示し､大学教員の専攻名 

         と組織名・職名改称の変更者及び敬称は省略しました） 

  【任命】 

    （大学）副学長・大学院工学研究科長（工学部長）       工学部電気学科教授 小嶋 憲三 

        工学部長                      工学部電気学科教授 江口 一彦 

        ○基礎教育センター長               基礎教育センター教授 吉賀 憲夫 

      研究支援本部長             工学部応用化学科教授・学長補佐 酒井 忠雄 

          学生支援本部キャリアセンター長・インターンシップ支援センター長            

                                  工学部電気学科教授 村瀬  洋 

        入試本部入試センター長（同副センター長）      工学部機械学科教授 渡辺  修 

          研究支援本部エコ電力研究センター長         工学部電気学科教授 一柳 勝宏 

      高大連携推進室長     工学部応用化学科教授・副学長・学生支援本部長 稲垣 愼二 

      研究支援本部副本部長           工学部機械学科教授・学長補佐 櫛田玄一郎 

      学生支援本部教学センター副センター長      工学部都市環境学科教授 曽我部博之 

      工学部機械学科特任教授（同教授）                    酒井 春雄 

      工学部都市環境学科特任教授（同教授）                  長瀧 重義 

        経営情報科学部情報科学科特任教授・専門学校長（同教授・専門学校長）   白岩 義夫 

        経営情報科学部情報科学科特任教授（同教授）               安井 一民 

  【新規採用】                                          

    （大学）工学部電気学科教授                           高村 秀一 

        工学部機械学科教授                           神谷 恵輔 

        経営情報科学部情報科学科教授                      稲垣 康善 

        基礎教育センター教授                          甲村 和三 

        基礎教育センター教授                          佐藤 順彦 

        経営情報科学部マーケティング情報学科准教授               小森 清久 

        学生支援本部キャリアセンター参事・インターンシップ支援センター参事   美頭甲子雄 

      入試本部入試センター参事                        市川 繁富 

    （専門学校）                                        

        助教授（同常勤講師）                          村瀬 正敬 

    （高校）教諭                                  米倉 逸克 

        教諭                                  犬飼 由彦 

        教諭                                  野﨑 敏広 

        教諭（同常勤講師）                           米村 神菜 

  （中学）教諭・高校教諭（同常勤講師）                      沼田 敏明 



学 園 だ よ り 第130号 平成19年7月1日（６） 

  【新規委嘱】                                          

    （大学）工学部電気学科客員教授（同教授）                    澤  五郎 

        工学部機械学科客員教授（同教授）                    中原 崇文 

        研究支援本部総合技術研究所客員教授                   浅井 滋生 

    （高校）常勤講師                                横井 尚治 

        常勤講師                                大澤 和貴 

        常勤講師                                安武 正浩 

        常勤講師・中学常勤講師                         福嶋 則人 

    （中学）常勤講師・高校常勤講師                         風岡 陽子 

        常勤講師・高校常勤講師                         西川  健 

        常勤講師・高校常勤講師                         梅村 和正 

  【昇格・兼務】                                         

    （大学）工学部電気学科教授（同助教授）                     古橋 秀夫 

        基礎教育センター教授（同助教授）                    磯部 哲也 

        基礎教育センター教授（同助教授）                    服部 洋兒 

        工学部機械学科准教授（同講師）                     道木 加絵 

        工学部機械学科准教授（同講師）                     内田 敬久 

        基礎教育センター准教授（同講師）                    伊藤  健 

        工学部事務室事務長＝次長級（同事務室事務長＝課長級）          立枕 孝之 

        学生支援本部教学センター学生課長（同課長補佐）             岡森  茂 

        学生支援本部キャリアセンター課長（同就職支援センター就職課課長補佐）  高島田孝之    

      入試本部入試センター渉外課長・総合企画本部企画広報課長（同渉外課課長補佐）   

                                          後藤 幸樹 

    （事務局） 

        法人部次長・同人事課長（総務部人事課長）                矢野 敬典    

        財務部会計課長･システム管理部システム管理課員（財務部会計課課長補佐）  

                                            伊藤 昌典 

        財務部財務課課長補佐（財務部経理課係長）                松井 俊浩 

    （若水事務本部）                                       

        高校事務部課長（高校事務部課長補佐）                  小島登志子    

【所属変更・職名変更・兼務等】                                  

  （大学）経営情報科学部情報科学科准教授・高校教諭（高校教諭）          鳥居 一平 

      事務局長・学務部長（大学事務局長）                   宍戸  哲 

      学生支援本部事務長（経営情報科学部事務室事務長）            松沢 勝義 

      研究支援本部事務長（学生支援本部事務長）                永田 純作 

      入試本部入試センター参事（同次長）                   藤墳 秀則 

      研究支援本部参事（事務局会計課長）                   加藤 友也 

      経営情報科学部事務室事務長（学生支援本部教学センター学生課長）     河野  信 

      本山キャンパス事務室事務長（同課長）                  宇田 秀樹 

  （事務局）                                            

      管理部管財課参事（大学事務局営繕課長）                 齋藤 擧周 

      法人部法人課長・大学高大連携推進室課長（総合企画本部企画課長）     山田 行政 

      学務部学務課長・同助成課長（大学事務局総務課長）            井澤 清人 

  （若水事務本部）                                         

      事務部長・高校事務部事務長（高校事務部事務長）             若杉 和彦 

【兼務解除】                                         

  （組織の統合･改編により廃止された部署の兼務解除、本務と兼務の入替えによる兼務解除は省略） 

  （大学）学生支援本部就職支援センター長の兼務を解く     工学部電気学科教授 依田 正之 

      学生支援本部インターンシップ支援センター長の兼務を解く             

                                工学部機械学科教授 岩永 弘之 

      入試本部入試センター長の兼務を解く                           

  経営情報科学部マーケティング情報学科教授 石垣 尚男 

      大学企画推進室副室長の兼務を解く        工学部都市環境学科教授 建部 英博 

      学生支援本部教学センター副センター長の兼務を解く  工学部機械学科教授 高木  誠    
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      元気にお過ごしください 

 定年などで平成18年度末で退職した教職員らに

対する辞令交付式が３月30日、本部棟２階会議室

で行われました。後藤淳理事長、後藤泰之愛工大

学長が退職者一人ひとりに辞令と記念品を手渡

し、後藤理事長が退職者の経歴や業績など挙げ、

「今後も元気に過ごし、学園にも顔を見せてくだ

さい」と、ねぎらいの言葉をかけました。退職者

を代表し、澤五郎前副学長が「これからは（大学

の）外から学園の発展を見守っていきます」と、

お礼を述べました。この後、理事長ら学園幹部を

囲み和かに歓談しました。 

        新しい息吹を学園に           

 新規に採用された教職員と任命・昇格者に対する辞令

交付式が４月２日、午前、午後に分けて本部棟２階会議

室で行われました。午前の新規採用者の辞令交付式で

は、後藤淳理事長が高村秀一工学部教授ら大学、専門学

校、高校、中学校各教員合わせて13人と、事務職員２人

に辞令を手渡しました＝写真㊧。午後からの任命・昇格

者の辞令交付式では副理事長の後藤泰之愛工大学長が

「建学の精神を見つめ直し、それぞれの職務に励んでほ

しい」と述べ、小嶋憲三副学長・大学院工学研究科長ら

大学教員10人に任命の辞令と、矢野敬典法人部次長兼同

人事課長ら事務職員７人に昇格の辞令を手渡しました。 

後藤淳理事長を囲み、記念写真に収まる退職者ら＝本

部棟で 

後藤淳理事長㊧から新規採用の辞令を受け取る高

村秀一工学部教授＝本部棟で 

      本山キャンパス事務室事務長の兼務を解く       学生支援本部事務長 松沢 勝義 

  （事務局）                                            

      学園事務局財務部会計課長の兼務を解く       学園事務局財務部次長 川出 善晴    

      総合企画本部システム管理室課長補佐の兼務を解く  

                             学園事務局財務部会計課長 伊藤 昌典    

【退職】                                             

    （大学）電気学科教授 副学長・澤五郎、機械学科教授・酒井春雄、同・中原崇文、都市環境学科教 

                授・長瀧重義、同・曽田忠宏、同・大井孝和、同・中田幸男､情報科学科教授･白岩義夫、同 

        ・安井一民、マーケティング情報学科助教授・富田八郎、基礎教育センター講師・太田伸幸 

        、都市環境学科技術職員・永田昇                   

    （総合企画本部） 

        参事・柳田充                 

    （高校）教諭・岡田裕                 

  【委嘱終了】  

    （大学）機械学科客員教授・寺田耕、基礎教育センター客員教授・松本幾久二、同・神谷恒吾、同・  

        野本久夫、基礎教育センター助教授･坂井久司、学生支援本部教学センター学生課嘱託職員･  

        町田厚子、附属図書館実習補助員・加藤久嗣、基礎教育センター実習補助員・鈴木章宏、計  

        算センター実習補助員・太田淳、情報科学科実習補助員・伊賀大生、同・松尾晋成、応用化  

        学科実習補助員・林修一、都市環境学科実習補助員・越村敦史､ポストドクトラル研究員･汪   

        昕、同・程新群                                    

    （高校）常勤講師・椴山陽子、実習補助員・篠原貴之                       

    （中学）実習補助員・吉川弘樹           

 定年、新規採用者らへ辞令交付－お元気で。これからよろしく 
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  ようこそ学園へ－各設置校で華やかに入学式 

大
き
な
目
標
を
掲
げ
「
挑
戦
」
を 

【
大 

学
】
四
月
二
日
午
前
十
時

か
ら
鉀
徳
館
。
学
部
・
大
学
院
千

五
百
四
十
八
人
を
代
表
し
電
気
学

科
の
佐
藤
紀
明
君
が
宣
誓
。 

【
高 

校
】
四
月
六
日
午
前
九
時

か
ら
喬
徳
館
。
五
百
六
十
六
人
を

代
表
し
宣
誓
し
た
の
は
普
通
科
の

加
藤
史
也
君
で
し
た
。 

【
専
門
学
校
】
四
月
九
日
午
前
十

時
か
ら
四
〇
二
講
義
室
。
六
十
六

人
を
代
表
し
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
学

科
の
近
藤
圭
介
君
が
宣
誓
。 

【
附
属
中
学
】
四
月
六
日
午
前

十
時
か
ら
愛
名
館
。
百
二
十
人

を
代
表
し
て
林
香
里
さ
ん
が
宣

誓
し
ま
し
た
。 

   

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
愛
知
工
業
大
学
を
代
表
し
て
心
か
ら
歓
迎
い
た

し
ま
す
。
ご
列
席
の
ご
父
兄
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
大
切
な
方
々
の
将
来
を
本
学
に
託
し
て
い
た
だ
き
、

重
い
責
任
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
本
学
の
様
々
な
取
り
組
み
に
対
し
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
、
ご
臨
席
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
学
は
、
「
自
由
・
愛
・
正
義
」
の
建
学
の
精
神
の
下
、
一
九
五
九
年
、
昭
和
三
十
四
年
に
開
学

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
発
展
、
充
実
に
努
め
、
現
在
、
工
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
情
報
の
三
分
野
に
わ
た
っ
て
、

新
か
つ
高
度
な
教
育
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
学
を
設
置
し
て
い
る
名
古
屋
電
気
学
園
及
び
本
学
の

教
育
の
特
徴
は
、
実
学
教
育
の
実
践
に
あ
り
ま
す
。
「
社
会
に
役
立
つ
人
材
の
育
成
」
こ
そ
が
、
本
学
の
教

育
が
目
指
す

大
の
目
標
で
す
。 

 

愛
知
県
を
中
心
と
す
る
こ
の
地
域
は
、
自
動
車
を
は
じ
め
、

新
の
科
学
技
術
を
基
盤
と
す
る
産
業
が
活

況
を
呈
し
て
い
ま
す
。
愛
知
県
を
中
心
と
し
た
東
海
地
域
は
、
日
本
の
中
で
も
経
済
的
に

も
活
力
の
あ
る

地
域
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
産
業
集
積
率
の
高
さ
、
も
の
づ
く
り
の
確
か
さ
、
堅
実
で
先
見
性
の
あ
る
経

営
な
ど
、
伝
統
に
根
ざ
し
た
優
れ
た
特
質
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

近
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

と
も
な
い
、
ま
す
ま
す
地
域
の
国
際
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
、
今
日
の
日
本
社
会
に
は
、
困
難
な
多
く
の
課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
や
、
厳
し
い
競
争
が
生
み
出
す
、
い
わ
ゆ
る
「
格
差
の
問
題
」
、
環
境
汚
染
、
地
球
温
暖
化
、
あ
る
い

は
若
者
の
職
業
意
識
の
変
化
な
ど
、
多
く
の
難
問
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

 

教
育
の
分
野
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
教
養
教
育
」
の
軽
視
に
よ
っ
て
、
高
等
教
育
の
基
盤
が
失
わ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
繁
栄
に
と
っ
て

も
大
切
と
さ
れ
る
、
「
人
づ
く
り
」
が
根
幹
か
ら
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
従
来
の
手
法
や
考
え
方
で
は
、
解
決
が
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
新
し
い
時
代
は
、
新
し
い
担
い
手
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
今
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
全
員
が
、
新
し
い

時
代
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
日
、
社
会
が
求
め
て
い
る
の
は
、
創
意
工
夫
を
具
体
化
す
る
確
か
な
学
識
と
、
豊
か
な
人
間
性
を
合
わ

せ
持
っ
た
人
間
で
す
。
そ
う
し
た
人
材
の
養
成
こ
そ
が
、
本
学
の
教
育
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
創
造
と
人
間

性
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
入
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
興
味
を
持
っ
て
打
ち
込
め

る
こ
と
を
見
つ
け
だ
し
、
さ
ら
に
確
か
な
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
、
高
層
ビ
ル
、
ｅ-

ビ
ジ
ネ
ス
、
環
境
問
題
、
ど
ん
な
分
野
で
も
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
と
思
い
ま

す
。
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
友
人
や
先
生
と
の
触
れ
合
い
、
そ
ん
な
日
常
の
中
か
ら
見
つ
け
出
せ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

本
学
に
は
歴
史
と
伝
統
が
培
っ
た
膨
大
な
学
識
や
科
学
技
術
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
知

識
や
技
術
を
身
に
つ
け
た
、
有
能
で
魅
力
あ
る
教
職
員
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
十
二
分
に
活
か
せ

る
か
ど
う
か
は
、
ひ
と
え
に
皆
さ
ん
の
「
元
気
」
と
、
「
や
る
気
」
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
本
学
の
主
人
公

は
、
皆
さ
ん
、
一
人
一
人
の
学
生
な
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
能
力
が
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
教
職
員
一

同
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。 

 

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
入
生
諸
君
が
健
康
に
留
意
さ
れ
、
有
意
義
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
ら
れ

る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
、
本
日
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

平成１９年度愛知工業大学入学式 

後
藤
泰
之
学
長
の
式
辞 
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夢実現目指し新たな一歩－各設置校で卒業式 

多
く
を
学
び
、
経
験
し
今
、
飛
躍 

【
大 

学
】
三
月
二
十
三
日
午

前
十
時
か
ら
鉀
徳
館
。
工
学

部
の
谷
口
和
也
君
が
二
学
部

千
三
百
三
十
五
人
を
代
表
し

て
、
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

【
高 

校
】
三
月
一
日
午
前
十

時
か
ら
喬
徳
館
。
六
百
三
十
一

人
を
代
表
し
て
、
謝
辞
を
述
べ

た
の
が
、
普
通
科
の
浅
井
幸
子

さ
ん
。 

【
専
門
学
校
】
三
月
十
五
日
午

前
十
時
か
ら
四
〇
二
講
義
室
。

謝
辞
を
述
べ
た
の
が
、
八
十
三

人
の
代
表
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ

学
科
の
西
尾
暢
仁
君
。 

【
附
属
中
学
】
三
月
十
六
日
午

前
十
時
か
ら
喬
徳
館
。
山
田
優

学
君
が
一
〇
一
人
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 新博士の皆さん、おめでとう！  大学院工学研究科博士課程を修了し博士論文に合格した、永

和久、平野慎也、上田正の三氏（いずれも電気・材料工学専

攻）に対し三月二十三日の愛工大卒業式の場で、後藤泰之学

長から博士号を授与されました。式後、新博士三人を囲む懇

親会が本部棟で開かれ、後藤泰之学長や指導担当の教授らと

歓談。学長らにねぎらいの言葉をかけられると、永さんらは

博士号を取るまでの経過など振り返り、「今は感無量です」

と感激した面持ちで話していました。この後、新博士誕生を

記念し、学長らを囲み記念写真を撮りました。 

 学科 卒業生 就職希望者  内定者 

電気工学科   172              161       161 

電子工学科   163         148           148 

情報通信工学科   125       116   116 

応用化学科   144       123   123 

機械工学科   177       153   153 

建築学科    164       155      155 

建築工学科    95        81    81 

経営情報学科   120       108   108 

マーケティング情報学科    69        60    60 

   計  1344      1211   1211 

土木工学科   115       106   106 

◇平成１８年度学部就職内定状況 
  （４月19日現在の 終集計結果。学科名は専攻制導入前の名称） 

 

就
職
状
況
は
好
調
持
続 

 
 

 
 
 

大
学
二
学
部
の
就
職
希
望
者
の
内
定
率
百
％ 

 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
四
月
中
旬

で
ま
と
め
た
今
春
卒
業
の
工
学
、
経

営
情
報
科
学
両
部
の
就
職
希
望
者
内

定
率
は
百
％
で
し
た
。
そ
れ
に
よ
り

ま
す
と
、
卒
業
生
千
三
百
四
十
四
人

の
う
ち
進
学
な
ど
除
く
就
職
希
望
者

は
千
二
百
十
一
人
で
全
員
が
内
定
と

好
調
。
学
科
別
は
左
の
表
通
り
で

す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
毎
年
二
、
三
月

に
三
年
生
ら
を
対
象
に
学
内
企
業
展

や
地
元
企
業
交
流
展
な
ど
開
催
し
、

就
職
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 今年２月、鉀徳館で開かれた大学企業展 



 

学 園 だ よ り 第130号 平成19年7月1日（10） 

 

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
常
連
校
の
伝
統
と
実
力
を
誇
る

愛
工
大
名
電
高
校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
が
二
月
四
日
、
名
古
屋

市
熱
田
区
の
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
後
藤
淳
学
園
理
事
長 

 

創
部
五
十
一
年
の
実
力
披
露 

 
 
 
 
 
 

名
電
高
校
吹
奏
楽
部
が
定
期
演
奏
会 

 

近
、
よ
く
耳
に
す
る
の
が

「
億
」
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
で

す
。
消
え
た
年
金
九
百
五
十
億

円
、
遺
族
相
続
税
十
五
億
円
隠

し
、
タ
レ
ン
ト
の
結
婚
披
露
宴

五
億
円
▼
挙
げ
た
ら
き
り
が
な

い
ほ
ど
「
億
」
に
関
す
る
話
題

は
尽
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
い

つ
か
ら
「
億
」
と
い
う
お
金
を

意
識
し
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か

▼
平
成
生
ま
れ
に
は
記
憶
が
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
昼
日

中
、
大
胆
な
手
口
で
現
金
輸
送

車
か
ら
三
億
円
を
強
奪
し
た

「
三
億
円
事
件
」
は
世
間
を

“
あ
っ
”
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど

巨
額
で
し
た
▼
今
で
は
三
億
盗

難
で
も
世
間
は
驚
か
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
と
合
わ
せ
た
よ

う
に
、
し
ぼ
ん
で
き
た
の
が

「
夢
」
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
夢
」
や
「
希
望
」
が
見
え
な

い
今
の
時
代
に
将
来
を
不
安
視

す
る
若
者
の
姿
が
ダ
ブ
り
ま
す

▼
今
春
、
学
園
の
各
設
置
校
に

は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
が
入
学

し
て
き
ま
し
た
。
若
者
の
表
情

に
は
屈
託
が
あ
り
ま
せ
ん
▼
時

間
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
。
こ

こ

は
「
考

え

る

葦
」
と

な

っ

て
、
将
来
の
夢
と
「
お
金
」
以

上
に
大
事
な
も
の
が
あ
る
こ
と

を
勉
強
と
同
時
に
学
ん
で
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
、
こ
の
ご
ろ

で
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

(

久) 

 

編
集
後
記 

 

第
一
回
学
校
説
明
会 

 
 
 

附
属
中
学
校
で 

 

附
属
中
学
校
は
五
月
二
十

六
日
、
平
成
二
十
年
度
入
試

に
向
け
た
初
め
て
の
学
校
説

明
会
を
南
館
集
会
室
で
開
き

ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、

保
護
者
と
小
学
六
年
児
童
ら

約
百
二
十
人
。
集
会
室
で
桜

井
正
一
校
長
が
「
附
中
は
若

い
先
生
が
多
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
、
社
会
に
役
立
つ
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
こ
の
後
、
進
路
担
当
の

教
員
ら
が
学
校
の
概
略
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
説
明
。
そ

の
中
で
も
保
護
者
ら
は
愛
工

大
や
名
電
高
校
な
ど
へ
の
進

学
関
係
の
話
に
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

児
童
ら
は
そ
の
間
、
各
教

室
で
開
か
れ
た
社
会
、
国
語

な
ど
の
授
業
を
体
験
。
「
ミ

カ
ン
が
一
番
採
れ
る
県
は
」

と
ク
イ
ズ
方
式
の
授
業
や
、

金
属
の
色
を
変
え
る
実
験
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
入
試
や
学
校
生
活
に
関

す
る
個
別
入
試
相
談
も
行
わ

れ
ま
し
た
。 

ＡＣＥ 

奨
学
生
制
度
を
新
設 

 

学
業
、
遠
隔
地
奨
学
生 

 

愛
工
大
情
報
電
子
専
門
学
校

（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
は
平
成
十
九
年
度

か
ら
、
成
績
優
秀
な
学
生
や
遠

隔
地
か
ら
来
て
い
る
学
生
を
支

援
す
る
目
的
で
、
奨
学
生
制
度

を
新
設
し
ま
し
た
。
制
度
は
▽

学
業
奨
学
生
▽
遠
隔
地
奨
学
生

の
二
種
類
。
学
業
奨
学
生
は
対

象
が
全
員
で
、
そ
の
中
で

も

成
績
の
優
秀
な
一
年
生
一
人
、

二
、
三
年
生
合
わ
せ
て
一
人
に

支
給
。
期
間
は
一
年
間
（
学
年 

終
了
の
つ
ど
後
期
試
験
結
果
な

ど
で
選
考
）
、
奨
学
金
は
一
人

に
つ
き
、
一
年
間
四
十
万
円
で

す
。
遠
隔
地
奨
学
生
は
、
愛
知

県
外
か
、
県
内
在
住
者
だ
が
公

共
交
通
機
関
で
片
道
二
時
間
以

上
か
か
る
学
生
か
ら
成
績
と
遠

隔
地
条
件
で
選
考
。
一
年
生
で

四
人
以
内
、
二
、
三
年
生
合
わ

せ
四
人
以
内
、
期
間
は
半
年
間

（
前
、
後
期
終
了
の
つ
ど
各
試

験
結
果
な
ど
で
選
考
）
、
奨
学

金
は
一
人
に
つ
き
半
年
間
十
万

円
で
す
。
い
ず
れ
も
返
済
は
不

要
で
す
。 

 

愛
工
大
は
、
平
成
十
九
年
度

履
修
申
告
の
方
法
を
従
来
の
申

告
カ
ー
ド
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
）
か
ら
Ｗ

Ｅ
Ｂ
履
修
登
録
シ
ス
テ
ム
に
切

り
替
え
ま
し
た
。
履
修
申
告

は
、
授
業
の
受
講
、
試
験
、
卒

業
す
べ
て
に
関
わ
る
重
要
な
手

続
き
で
、
申
告
を
怠
る
と
試
験

等
で
合
格
し
て
も
単
位
の
修
得

が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー 

ス
も
生
じ
ま
す
。 

 

同
シ
ス
テ
ム
導
入
で
、
学

生
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
あ
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
自
宅
か
ら
で
も
履
修

申
告
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
新
入
生
は
四
月
上

旬
に
計
算
セ
ン
タ
ー
実
習
室

な
ど
で
、
手
引
き
書
や
教
務

課
職
員
ら
の
説
明
を
受
け
、

パ
ソ
コ
ン
に
必
要
事
項
を
入

力
し
て
い
ま
し
た
。 

履
修
申
告
を
変
更 

が
「
海
外
演
奏
で
国
際
交
流
に
も
貢
献

し
て
い
る
吹
奏
楽
部
の
さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
伊
藤
宏
樹
、
梶
山
宇
一
両
顧
問
の

指
揮
で
、
バ
レ
エ
音
楽
「
ロ
ミ
オ
と

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
や
「
涙
そ
う
そ
う
」

な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま

で
、
次
々
に
演
奏
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
そ
の
合
間
に
華
や
か
な
衣
装

を
ま
と
っ
た
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
舞

台
狭
し
と
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
を
披
露

し
、
会
場
を
埋
め
た
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

観
客
を
魅
了
し
た
定
期
演
奏
会 


